






















































































項 目 割 合
職場の上司・先輩 50．4
職場の同僚 36．9
学校時代の友達 35．6
家族・親戚 32．5
趣味・同好の伸間 5．3
いない 4．1
仕事を通じた知り合い 3．2
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学校の先輩 2．5
地域の知り合い 1．9
人事部門 1．2
学校の先生 1．O
社内外のキャリアコンサルタント・キャリアカウンセラー 1．O
不ツト上の友達 O．2
有名人 O．1
その他 又．6
無回答 O．5
資料出所　（株）U町総含研究所「若年者のキャリア支援に関する実態調査」（厚生労働
省委託2003年）
B表
職業生活において困っていること（正社員、複数回答）単位％
資料出所　（株）U町総含研究所「若年者のキャリア支援に関する実態調査」（厚生労働
省委託2003年）
C表
職業生活を考える上でモデルになる人（正杜員、2つまでの複数回答）単位％
項　　　目 割　　　含
職場の上司・先輩 57．7
家族・親戚 18．3
いない 16．2
学校時代の友達 ！5．O
職場の同僚 12．6
仕事を通じた知り合い 9．2
有名人 5．9
趣味・同好の伸間 5．2
地域の知り含い 2．4
杜内外のキャリアコンサルタント・キャリアカウンセラー 2．O
学校の先生 1．4
学校の先輩 1，4＝
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人事部門
ネット上の友達
その他
無回答
O．4
O．1
1．3
1．9
資料出所　（株）U町総含研究所「若年者のキャリア支援に関する実態調査」（厚生労働
省委託2003年）
中医学とカウンセリングについて
　「体曲がれば影な・めなり一日蓮聖人のことばではないが、生得的にではなく、心に何ら
かの精神的支障をきたしているならば身体的にも当然ながら支障をきたしているわけであ
るが、精神的なことはカウンセラーが対応、身体的問題については、医師がというのでは
根本的解決にはつながらない。そこでクライエントに対する総含的なカンファレンスやリ
エゾンが必要とされる。
　　　　　　　　　　　　しきしんふ　に　もともと仏教思想には、「色心不二」ということばがあるように心と体は一体であるとの
考えがある。今後の問題としては西洋医学のみならず東洋医学特に中医学の導入が必要な
のではないかと思っている。中医学には、当面の病気治療だけではなく、根本的治療に力
点を置き、自然治癒力を促すことにある。精神疾患に対する中医学療法のほか中医心理学
も今後の研究テーマとして期待されている。この分野では、すでに中国の成都中医薬大学
を中心に研究がなされている。
　以前日木のカウンセラーが中国の大学に招待されて日木のカウンセリングの実情を紹介
したことがあった。当然ながら「クライエント中心主義カウンセリング」、「行動カウンセ
リング」、「精神分析カウンセリング」等の紹介をしたが、研究者からアメリカ、ヨーロッ
パのカウンセリングについては、すでに学んでいるので日本独自のカウンセリングの話を
聞かせて欲しいとの質問があった。これは当然のことと言えば当然なことであるが、わが
国においては欧米中心の志向が根強いと思われる。この時カウンセラーたちは、「森田療
法」をとりあえず紹介したとのことであった。わが国には、独自のカウンセリングについ
てあまり発展はしていないが、そのほかにも「内観法」、「生活分析的カウンセリング」な
どがある。今後これらの内容を研究し、より実践されるよう改良するとともに普及をはか
る必要もあるのではないだろうか。
　さて漢方とカウンセリングとの関わりであるが、中国のエピソードを紹介したい。後漢
の時代に河南省出身で張仲景という若い医師が存在している。彼は、当時皇帝の侍中（顧
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問官）であった王仲宣と出会い、表情（望診）から病気を言い当て、40歳代で落命しかね
ないので薬（五石湯）を服用するようすすめたが、顧問官は彼を年下と侮って用いなかっ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しょうかんろん　　　きんき　よう≡）やくたために早世してしまったとある。張仲景は、後に「傷寒論」「金匿要略」を著し、中医
薬の中心的理論を大成した名医中の名医であるとともに霊帝の時孝廉に推挙され、長沙の
太守（知事）にまで抜擢された人物である。私は、黙って座ればピタリとあてることは出
来ないが、少なくとも心の悩みを聴くとともに、健康面もフォローができるカウンセラー
を目指したいと思っている。
　中医学（漠方）は、陰陽五行説に基づき、中薬（丸薬、散薬、膏薬、丹薬、湯薬、飲片
　　　　　　　　すいな　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんえき薬、膏方）、錬灸、推享、気功、薬膳があるが、五臓六腕を中心に気・血・津液の生成代謝、
その他の基本生理や経絡経穴を理解した上でそれまでの症状の経緯、体温、発汗作用、舌
診、表情（顔色、肌の状況、眼球の変化等）などで弁証論治を行なうことが求められる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　しんこれ以外にも生理活動を担う重要なものには、精と神がある。このうち精神活動は、心気
によって行なわれるが、神は心に蔵されて心血によって滋養されている。心気や心血に支
障が出ると、しばしば精神活動の失調（不眠・多夢・健忘・狂躁など）が生じるといわれ
ている。
　私がこれまで接してきた相談者についても確かに当てはまる場合が見受けられる。グ
ローバルな時代人間性が失われがちな現代社会にあっては自らを親身になって理解しても
らえない状況から、心の悩みを抱える人々に対するケアが必要である。カウンセリングも
傾聴を主眼に共感的理解を示すのみですすめていくのも大切なものであるが、ある意味で
もう一歩その人の全体を見渡してわかってあげられるものが求められているのではないだ
ろうか。そしてカウンセリングにもっとも隣接した領域である医学分野との達携が求めら
れていると思われてならない。
　前に述べたように学校や大手企業の中にも学生や社員の心のケァをはかるため、相談室
を設置し、産業医やカウンセラーを置いていると紹介した。学校では、出世のための成績
中心主義のための授業ではなく、人間教育の充実に力点を置いた授業展開を望むとともに
企業経営においても単に「マーケットの拡大」、「企業収益を上げるため」に「いかに安く
のコスト計算」や「人をいかにやる気にさせるか」だけでなく、真の意味での人材管理が
問われる時代に向かいつつあるのではないだろうか。このように昨今においてMBA的発
想がもてはやされてはいるが、そろそろその発想にも限界が感じられてならない。
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